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J
A
全
農
長
野
生
産
振
興
部
は
、
こ
れ
ま

で
「
野
菜
・
果
樹
に
特
化
し
た
生
産
振
興
」

「
災
害
に
強
い
施
設
化
」「
ス
マ
ー
ト
農
業
の

普
及
推
進
」「
優
良
種
苗
の
安
定
供
給
」「
営

農
指
導
員
の
支
援
」「
Ｇ
Ａ
Ｐ
基
準
の
準
拠

に
よ
る
安
全
安
心
な
農
産
物
の
生
産
体
制
」

「
技
術
情
報
誌
発
行
」
な
ど
、
生
産
現
場
を

軸
に
事
業
展
開
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年

度
は
昨
年
の
試
験
調
査
・
実
証
の
成
果
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
新
た
な
農
業
振
興
事
業
へ
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
生
産
振
興

　
昨
年
ま
で
ミ
ニ
ト
マ
ト
と
業
務
用
き
ゅ
う

り
に
お
け
る
複
数
の
試
験
検
証
を
繰
り
返
し
、

栽
培
面
積
・
収
量
増
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
加
え
、本
年
度
は「
ピ
ー

マ
ン
」
の
生
産
振
興
を
行
い
ま
す
。
長
野
県

産
ピ
ー
マ
ン
の
課
題
は
、
反
収
が
低
い
こ
と

と
他
県
主
産
地
の
玉
サ
イ
ズ
と
比
較
す
る
と

小
振
り
で
あ
る
こ
と
で
す
。
仕
立
て
方
、
か

ん
水
対
策
を
含
む
栽
培
技
術
の
検
証
、
試
験

栽
培
に
よ
る
品
種
の
選
定
を
行
い
、
既
存
生

産
者
の
手
取
り
向
上
と
新
規
取
り
組
み
に
向

け
た
情
報
提
供
に
よ
り
、
生
産
出
荷
量
の
拡

大
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
災
害
等
に
強
い
施
設
化
の
推
進

　
生
産
安
定
と
収
量
増
を
目
指
す
た
め
に
は
、

「
施
設
化
」
が
有
効
な
手
段
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
施
設
化
に
は
大
き
な
投
資
費
用
が

か
か
り
、
ま
た
災
害
に
負
け
な
い
強
度
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
昨
年
度
は
、
リ
ン
ゴ
の
高
密

植
わ
い
化
栽

培
向
け
に
適

正
な
強
度
を

備
え
た
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製

ト
レ
リ
ス
を

設
置
し
ま
し

た
。
本
年
度

は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
ト

レ
リ
ス
と
鋼

管
ト
レ
リ
ス

を
使
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
強
度
に
加
え
、
コ
ス
ト
の
検

証
を
進
め
、
普
及
し
や
す
い
施
設
化
を
推
進

し
ま
す
。

■�

ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
証
・
分
析
と
普
及
に

向
け
た
提
案

　

Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
最
先
端
技
術
の
開

発
・
商
品
紹
介
等
の
情
報
・
事
例
は
、
日
々

多
数
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
も
先
端
技
術

を
駆
使
し
た
新
し
い
農
業
ス
タ
イ
ル
を
提
唱

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
生
産
現
場

へ
の
最
先
端
技
術
導
入
は
、
本
県
の
栽
培
環

境
や
状
況
・
ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
た
選
択
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
他
部
署
機
関
と
も
連
携
し
、

実
演
や
研
修
会
等
を
と
お
し
て
、
実
用
化
の

検
討
を
進
め
ま
す
。
と
り
わ
け
本
年
度
に
お

い
て
も
、
農

業
用
ド
ロ
ー

ン
を
主
体
に

デ
モ
フ
ラ
イ

ト
や
い
く
つ

か
の
試
験
を

行
う
中
で
、

実
用
性
の
周

知
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、

生
産
現
場
の

情
報
管
理
の

効
率
化
を
狙

い
営
農
支
援
シ
ス
テ
ム
活
用
の
検
討
を
行
い

ま
す
。

■
優
良
種
苗
の
安
定
生
産
推
進

　
所
管
す
る
野
菜
種
苗
セ
ン
タ
ー
で
は
、
優

良
種
苗
の
安
定
生
産
体
制
の
強
化
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
リ
ン
ゴ
苗
木
供
給

で
は
、Ｊ
Ａ
出
資
法
人
に
委
託
し
、フ
ェ
ザ
ー

苗
等
の
生
産
拡
大
を
図
っ
て
お
り
、
本
年
度

は
６
万
本
の
フ
ェ
ザ
ー
苗
の
生
産
供
給
を
目

指
し
て
お
り
ま
す
。

■�

安
全
安
心
な
農
産
物
の
安
定
的
な
生
産
・

供
給
体
制
の
推
進

　
Ｊ
Ａ
長
野
県
グ
ル
ー
プ
で
は
安
全
・
安
心

な
農
産
物
供
給
を
行
う
た
め
、
農
林
水
産
省

の
Ｇ
Ａ
Ｐ
共
通
基
礎
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
完
全

準
拠
し
た
、
新「
長
野
県
Ｇ
Ａ
Ｐ
基
準
」、

新「
長
野
県
適
正
農
業
規
範
」
等
に
グ
ル
ー

プ
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
に
代

表
さ
れ
る
情
勢
変
化
の
中
で
、
第
三
者
認
証

G
A
P
を
産
地
に
求
め
る
流
れ
も
加
速
し
て

お
り
、
取
得
を
目
指
す
産
地
の
支
援
も
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　
生
産
振
興
部
は
、
今
後
も
「
持
続
可
能
な

長
野
県
農
業
を
」
目
指
し
、
農
業
生
産
現
場

に
積
極
的
に
出
向
き
、
Ｊ
Ａ
と
共
に
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野 

生
産
販
売
部 

販
売
流
通

企
画
課
は
、
系
統
共
販
体
制
の
強
化
に
向
け

た
系
統
事
業
の
利
用
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
輸
送
問
題
に
対
し
て
は
、
物
流
改
善
に
向

け
て
産
地
業
務
の
見
直
し
を
行
い
、
長
野
県

に
お
け
る
遠
隔
地
輸
送
モ
デ
ル
の
策
定
を
進

め
ま
す
。

　
ま
た
、
本
県
農
産
物
の
安
全
性
を
訴
求
し
、

購
入
機
会
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
農

産
物
品
目
総
合
消
費
宣
伝
事
業
を
展
開
し
、

認
知
度
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
2
0
2
1
年
度
重
点
目
標
の
達
成
に
向
け

た
販
売
流
通
企
画
課
の
重
点
方
針
は
次
の
と

お
り
で
す
。

１
．�

大
規
模
農
家
、
農
業
生
産
法
人
へ
の
系

統
利
用
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す

　
Ｊ
Ａ
事
業
の
未
利
用
ま
た
は
低
利
用
率
の

農
業
法
人
や
大
型
生
産
者
に
向
け
て
、
販
売

提
案
を
伴
う
系
統
事
業
利
用
の
推
進
を
行
い

ま
す
。

　
ま
た
、
水
田
農
業
高
収
益
化
推
進
に
よ
る

園
芸
品
目
導
入
提
案
を
、
生
産
振
興
部
、
生

産
購
買
部
と
連
携
し
て
取
り
組
み
、
園
芸
品

目
の
生
産
基
盤
強
化
を
図
り
ま
す
。

２
．�

青
果
物
・
花
き
輸
送
の
効
率
的
な
物
流

体
制
へ
の
改
善
を
進
め
ま
す

　
長
時
間
を
要
す
る
遠
隔
地
輸
送
の
安
定
と

継
続
性
を
保
つ
た
め
、
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
と

拠
点
市
場
の
ハ
ブ
機
能
を
活
用
し
た
長
野
県

モ
デ
ル
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。
あ
わ
せ

て
、
地
域
間
の
共
同
配
送
と
パ
レ
ッ
ト
導
入

を
提
案
し
、
集
出
荷
場
と
輸
送
に
お
け
る
荷

役
改
善
を
進
め
ま
す
。

３
．�

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
出
荷
販
売
業
務
の

効
率
化
を
進
め
ま
す

　
業
務
過
程
を
見
直
し
て
業
務
の
標
準
化
に

よ
る
効
率
化
に
取
り
組
み
、
コ
ス
ト
削
減
と

業
務
に
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
図
れ
る
シ
ス
テ

ム
化
を
進
め
ま
す
。
一
度
入
力
し
た
デ
ー
タ

が
連
続
活
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
化
に
よ
り
、

デ
ー
タ
の
活
用
範
囲
の
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

　
４
．�

農
産
物
品
目
総
合
消
費
宣
伝
の
効
果
的

な
展
開

　
「
Ｊ
Ａ
全
農

長
野
」、「
三
ツ

山
マ
ー
ク
」、

「
信
州
力（
し

ん
し
ゅ
う
り

き
）」
の
商
標

を
活
用
し
、
本

県
産
農
産
物
の

イ
メ
ー
ジ
と
、

系
統
結
集
力
の
高

揚
を
目
標
に
し
た

事
業
を
展
開
し
ま

す
。

　
ま
た
、
系
統
生

産
販
売
事
業
の
持

続
的
発
展
に
向
け

て
、
食
育
や
花
育

事
業
に
取
り
組
み

ま
す
。

５
．�

園
芸
事
業
に
か
か
る
職
員
研
修
の
開
催

　
本
県
系
統
組
織
設
立
経
過
を
若
手
職
員
に

的
確
に
継
承
し
、
発
展
的
な
事
業
継
続
の
基

礎
と
な
る
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
法
令
順
守
し
た
業
務
対
応
に
よ
り
、
事
業

の
継
続
と
業
務
の
公
正
化
を
図
り
ま
す
。

生産振興部

生
産
振
興
部

生
産
振
興
課
の
取
組
み

販売流通
企画課

生
産
販
売
部 

販
売
流
通
企
画
課
の
取
組
み
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Ⅱ
．
各
事
業
別　
令
和
3
年
3
月
末
進
捗
状
況

【
生
産
振
興
部
】

実
行
具
体
策

2
年
度
計
画

進
捗
状
況

達
成
度
合
い
と
今
後
の
す
す
め
方

１
．
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
を
起
点
と
し
た
生
産
振
興
の
推
進

⑴�

マ
ー
ケ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
品
目

提
案

　
①�

品
目
の
選
定
と
生
産
安
定
技
術
の

推
進

　

�

②�

多
収
性
と
労
働
生
産
性
向
上
が
望

め
る
生
産
技
術
の
普
及
推
進

　
③�

業
務
加
工
需
要
に
対
応
す
る
産
地

の
拡
大

①
産
地
推
進

②
普
及

③
拡
大

①
現
地
実
証

②�

現
地
研
修
会
開
催

③�

産
地
と
実
需
者
と

の
調
整

①�

果
菜
類
を
重
点
に
接
ぎ
木
苗
、
栽
培
指
導
、

か
ん
水
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
生
産
拡
大
を

実
施
。
ピ
ー
マ
ン
実
証
圃
を
展
開
し
検
証
継

続
を
す
す
め
る
。

②�

リ
ン
ゴ
高
密
植
わ
い
化
栽
培
推
進
。
継
続

拡
大
。

③�

キ
ャ
ベ
ツ
、
キ
ュ
ウ
リ
の
取
扱
い
増
加
。

水
田
か
ら
高
収
益
化
野
菜
へ
の
転
換
支
援

を
す
す
め
る
。

　

全
農
長
野
県
本
部
は
、
Ｊ
Ａ
お
よ
び
子
会
社
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
の
進
展
を
加
速
化

さ
せ
、
農
業
所
得
の
増
大
と
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ⅰ
．【
中
期
事
業
計
画
に
お
け
る
基
本
目
標
】
令
和
3
年
3
月
末
時
点
で
の
総
括

そ
の
１
▼
積
極
的
な
生
産
振
興
に
基
づ
く
農
業
生
産
基
盤
の
維
持
強
化　
　
　

�

⑴�

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
を
起
点
と
し
た
生
産
振
興
に
向
け
、
品
目
提
案
と
生
産
安
定
技
術
の
産
地
へ
の
推
進
、
規

格
簡
素
化
等
の
作
業
軽
減
に
よ
る
業
務
加
工
需
要
へ
の
対
応
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

⑵�

生
産
安
定
と
収
量
増
を
目
指
し
た
施
設
化
の
取
り
組
み
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
と
の
経
営
規
模
拡
大

に
向
け
た
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
の
た
め
の
情
報
共
有
と
導
入
に
向
け
た
取
り
組
み
を
す
す
め
ま
し
た
。

そ
の
２
▼
販
売
力
強
化
と
コ
ス
ト
低
減
に
よ
る
農
家
組
合
員
の
手
取
り
最
大
化　
　
　
　
　
　

⑴�

総
合
品
目
に
よ
る
安
定
供
給
体
制
の
推
進
と
卸
売
会
社
等
と
の
連
携
強
化
を
は
か
る
と
と
も
に
、
新
規
商
品

開
発
や
付
加
価
値
を
高
め
た
商
品
提
案
・
企
画
提
案
に
よ
る
販
売
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
販
売

力
強
化
に
向
け
、
ｅ
コ
マ
ー
ス
事
業
の
事
業
体
制
確
立
と
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。	

⑵�

資
材
の
規
格
・
原
材
料
集
約
や
農
家
直
行
配
送
方
式
の
拡
大
に
よ
る
配
送
効
率
化
、
お
よ
び
低
価
格
モ
デ
ル

農
機
の
共
同
購
入
や
農
機
県
域
推
奨
型
式
の
拡
大
、
中
古
農
機
流
通
促
進
に
よ
り
生
産
コ
ス
ト
の
抑
制
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

そ
の
３
▼
経
済
事
業
拠
点
の
合
理
的
・
効
率
的
な
運
営
整
備　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑴�

県
域
物
流
拠
点
の
補
完
機
能
強
化
お
よ
び
Ｊ
Ａ
資
材
店
舗
・
物
流
拠
点
の
再
編
整
備
の
提
案
を
す
す
め
ま
し
た
。

⑵�

輸
送
効
率
化
に
向
け
パ
レ
ッ
ト
輸
送
や
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
輸
送
の
試
験
を
実
施
し
効
果
の
確
認
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
輸
送
効
率
化
に
適
合
し
た
段
ボ
ー
ル
等
資
材
の
検
討
・
試
験
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
し
た
。

自
己
改
革
工
程
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

２
．
生
産
安
定
に
向
け
た
施
設
化
の
推
進

⑴�

生
産
安
定
と
収
量
増
を
目
指
し
た
野

菜
類
の
施
設
化
推
進

　
①�

適
正
な
強
度
を
備
え
た
ト
レ
リ
ス･

平
棚･

ハ
ウ
ス･

果
樹
多
目
的
ネ
ッ

ト
等
の
設
計
施
工
と
推
進

　
②�

生
産
安
定
と
収
量
増
を
目
指
し
た

野
菜
類
の
施
設
化
推
進

　
③�

養
液
栽
培
な
ど
の
高
度
技
術
の
普

及
推
進

①
推
進

②
推
進

③
推
進

①�

改
良
モ
デ
ル
園
の

設
置

②�

③
モ
デ
ル
園
の
設

置
実
証

①�
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
方
式
ト
レ
リ
ス（
高
密
植
わ

い
化
モ
デ
ル
圃
）
2
ヶ
所
設
置
。

　
更
に
１
ヶ
所
設
置
に
向
け
調
整
。

②�

空
ハ
ウ
ス
＋
ソ
ー
ラ
ー
パ
ル
サ
ー
（
潅
水

シ
ス
テ
ム
）に
よ
る
実
証
実
施
。
成
果
の
情

報
発
信
及
び
現
地
で
の
活
用
推
進
。

③�

養
液
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
見
直
し
実
施
。
活

用
。

３
．
経
営
規
模
拡
大
に
向
け
た
最
先
端
農
業
機
械
の
導
入
推
進

⑴�

ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
に
向
け
た
品
目

選
定
と
導
入
目
的
の
選
定

試
験
導
入
検
討

①�

ド
ロ
ー
ン
取
得
、

実
証
実
演

②�

キ
ャ
ベ
ツ
収
穫
機

実
証
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
対
応

①�

ド
ロ
ー
ン
飛
行
実
証
に
よ
る
研
修
会
、
散

布
試
験
の
実
施
。
活
用
拡
大
、
実
用
導
入

に
向
け
た
人
材
育
成
、
運
用
課
題
等
の
整

理
実
施
。

　

�

リ
ン
ゴ
園
で
の
自
動
草
刈
機
の
実
証
実
施
。

省
力
化
効
果
が
確
認
さ
れ
導
入
が
す
す
ん

で
い
る
。

②�

作
業
省
力
化
の
効
果
が
確
認
さ
れ
た
。
研

修
会
や
規
模
拡
大
要
望
経
営
体
へ
の
導
入

支
援
実
施
。

４
．
優
良
種
苗
の
安
定
生
産
推
進

⑴�

種
苗
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
優
良
種
苗

の
安
定
生
産
体
制
の
強
化

1
6
5
万
本

１
６
７
万
本

供
給
本
数
前
年
比
：
自
根
94
％
、
接
木
根
付

93
％
、
接
ぎ
木
断
根
95
％
、
ポ
ッ
ト
１
９
９
％
。

品
質
・
供
給
安
定
に
向
け
生
産
体
制
を
強
化

す
る
。

５
．
品
目
別
研
修
会
の
計
画
的
開
催

⑴�

指
導
者
会
議
専
門
4
ブ
ロ
ッ
ク
活
動

と
の
連
携

60
回

40
回

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
屋
内
で
の
研
修
会
や

視
察
研
修
会
な
ど
が
制
限
さ
れ
開
催
回
数
は

限
ら
れ
た
。
感
染
防
止
対
策
に
努
め
屋
外
活

動
や
ｗｅ
ｂ
活
用
に
よ
る
技
術
向
上
研
修
に
取

り
組
む
。

活
動
レ
ポ
ー
ト
の
発
信
継
続
。

【
生
産
販
売
部
】

実
行
具
体
策

2
年
度
計
画

進
捗
状
況

達
成
度
合
い
と
今
後
の
す
す
め
方

１
．
長
野
米
営
業
力
強
化

⑴�

直
接
営
業
に
よ
る
販
売
比
率
90
％
達

成
　
①
実
需
者
へ
の
直
接
営
業
の
拡
大

　
②
重
点
実
需
者
へ
の
複
数
年
契
約
推
進

①
91
％

２
年
産 

78
％

（
実
需
者
が
明
確

に
な
っ
て
い
る
契

約
比
率
）

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
産
地
情
勢
発
信
・ｗｅ
ｂ
商
談

等
を
積
極
的
に
実
施
し
、
重
点
実
需
者
と
の
連

携
強
化
を
は
か
っ
た
。
引
き
続
き
Ｊ
Ａ
と一体
と

な
っ
た
実
需
者
へ
の
推
進
を
強
化
す
る
。

②
2
年
産

　
３
４
，
０
０
０
ｔ

2
年
産

３
４
，
７
６
９
ｔ

目
標
比
１
０
２
％
。

2
年
産
米
販
売
促
進
お
よ
び
3
年
産
以
降
の
事

前
契
約
推
進
を
実
施
す
る
。

　
Ｓ
Ｓ
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
省
燃
料

車
の
普
及
に
よ
り
燃
料
油
需
要
が
減
退
す
る

な
ど
、
厳
し
い
環
境
下
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　
長
野
県
Ｊ
Ａ

－

Ｓ
Ｓ
で
は
、
事
業
を
継
続

し
て
い
く
た
め
の
重
要
な
位
置
づ
け
と
し
て

『
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
カ
ー
ド
』
の
発
券
・
推
進
に

よ
る
顧
客
の
固
定
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
長
野
県
Ｊ
Ａ

－

Ｓ
Ｓ
が
現
時
点
ま
で
に
発

券
し
た
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
カ
ー
ド
の
会
員
数
は
約

６
万
２
千
件
と

な
り
、
こ
れ
ま

で
の
継
続
的
な

取
り
組
み
の
成

果
に
よ
り
非
常

に
多
く
の
お
客

様
に
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
ま

す
。

　
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

カ
ー
ド
に
は

「
燃
料
油
の
値

引
き
」「
ポ
イ

ン
ト
還
元
」「
無

料
ロ
ー
ド
サ
ー

ビ
ス
付
帯
」
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
長
野
県

Ｊ
Ａ

－

Ｓ
Ｓ
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
特
典
と
し
て
、「
J
A

－

S
S
」「
配
達
灯
油
」「
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
」「
Ｊ

Ａ
で
ん
き
」
の
お
支
払
い
で
、
J
A

－

S
S

で
発
券
さ
れ
た
E
N
E
O
S
カ
ー
ド
を
年
間

5
万
円
以
上
ご
利
用
い
た
だ
い
た
方
の
中
か

ら
抽
選
で
1
0
0
0
名
様
に
、
2
0
0
0
円

分
の
Q
U
O
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す
。

　
ま
た
、
2
0
1
9
年
に
登
場
し
た
『
Ｅ
ｎ

ｅ
ｋ
ｅ
ｙ
（
エ
ネ
キ
ー
）』（
チ
ッ
プ
が
埋
め

込
ま
れ
た
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
画
面
に
近
づ
け

る
だ
け
で
決
済
が
完
了
す
る
、
新
決
済
ツ
ー

ル
）
は
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
決
済
が
完
了
で

き
る
利
便
性
に
よ
り
爆
発
的
に
普
及
し
、
わ

ず
か
２
年
足
ら
ず
で
２
万
２
千
本
も
の
発
行

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｓ
Ｓ
事
業
環
境
は
今
後
も
厳
し
さ
を
増
し

て
い
き
ま
す
が
、
お
客
様
に
選
ん
で
い
た
だ

け
る
Ｊ
Ａ

－

Ｓ
Ｓ
を
目
指
し
、
引
き
続
き

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
推
進
に
よ
る
顧
客

固
定
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

燃料・ホーム
エネルギー課

生
活
部 

燃
料
・
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
の
取
組
み
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２
．
生
産
者
手
取
り
の
最
大
化
に
向
け
た
販
売
力
の
強
化

⑴
重
点
実
需
者
へ
の
総
合
品
目
供
給
に

向
け
た
目
標
設
定
と
推
進

契
約
取
引
目
標

果
実
：
23
％

契
約
取
引

22
％

盆・お
歳
暮
ギ
フ
ト
、
中
秋
節・旧
正
月
向
け
輸
出
、

生
協
等
契
約
的
取
引
へ
の
優
先
的
な
供
給
を
実
施
。

今
年
度
は
、
出
荷
時
期
、
数
量
、
品
質
に
見
合
っ

た
企
画
修
正
お
よ
び
提
案
価
格
の
調
整
を
行
う
。

野
菜
：
37
％

39
％

気
象
変
動
に
伴
う
大
豊
作
と
契
約
不
履
行
が
交

互
に
発
生
。
ｗｅ
ｂ
商
談
の
強
化
を
す
す
め
る
。

契
約
取
引
の
考
え
方
と
取
引
条
件
の
付
帯
条
件

の
整
備
を
す
す
め
る
。
メ
デ
ィ
ア
広
告
な
ど
新

た
な
消
費
宣
伝
展
開
を
拡
大
実
施
す
る
。

花
き
：
18
％

10
％

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
業
務
需
要

が
減
少
。
品
目
転
換
も
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
新

た
な
需
要
喚
起
対
策
を
継
続
実
施
す
る
。

き
の
こ
：
79
％

え
の
き
た
け
85
％

ぶ
な
し
め
じ
81
％

小
売
店
及
び
中
食
へ
の
新
規
契
約
と
既
存
実
需

者
へ
の
事
前
販
売
、相
対
取
引
を
拡
大
。
新
規・

継
続
含
め
た
契
約
的
取
引
の
推
進
を
継
続
す
る
。

⑵�

商
品
開
発
力
・
提
案
力
の
強
化
に
よ

る
販
売
拡
大

　
①�

加
工
向
け
果
実
の
集
荷
拡
大（
専

用
栽
培
含
）

　
②
業
務
加
工
用
キ
ャ
ベ
ツ
拡
大

　
③
量
販
向
け
コ
ギ
ク
栽
培

①
２
２
０
ｔ

ブ
ド
ウ
78
ｔ

リ
ン
ゴ
１
３
８
ｔ

ブ
ド
ウ
は
業
務
用
、
リ
ン
ゴ
は
プ
レ
ザ
ー
ブ
お

よ
び
カ
ッ
ト
リ
ン
ゴ
向
け
需
要
の
増
加
に
対
応

し
た
取
り
組
み
を
拡
大
し
た
。
引
き
続
き
生
産

者
へ
の
集
荷
営
業
推
進
に
取
り
組
む
。

②
6
，
８
０
０
ｔ

7
，
１
８
５
ｔ

機
械
収
穫
の
導
入
に
よ
り
栽
培
面
積
は
拡
大
し

た
が
、
記
録
的
な
気
象
変
動
に
よ
り
作
柄
が
著

し
く
低
下
し
長
期
に
渡
り
出
荷
量
に
影
響
し
契

約
不
履
行
発
生
。
契
約
商
談
と
並
行
し
生
産
体

系
の
見
直
し
を
す
す
め
る
。

③
２
８
０
万
本

２
０
６
万
本

栽
培
生
産
者
の
増
加
に
伴
い
栽
培
講
習
会
も
随
時

開
催
し
た
が
、
気
象
変
動
に
よ
り
出
荷
量
が
伸
び

悩
ん
だ
。
引
続
き
新
規
栽
培
者
の
拡
大
を
す
す
め
る
。

３
．
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
情
報
に
基
づ
く
生
産
販
売
提
案
の
取
り
組
み
強
化

⑴�

実
需
者
や
卸
売
会
社
と
の
情
報
連
携

に
よ
る
新
規
品
目
や
生
産
拡
大
の
取

り
組
み
実
施

　
①
果
実：新
品
種（
シ
ナ
ノ
リ
ッ
プ
他
）

　
②
野
菜
：
業
務
キ
ュ
ウ
リ
拡
大
他

　
③
花
き
：
業
務
用
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
他

　
④�

き
の
こ
：
商
品
企
画
提
案
、
業
務
・

加
工
需
要
供
給
ル
ー
ト
開
発
の
実
施

　
⑤�

営
業
課
：
新
規
品
目
・
商
品
企
画

提
案
、
供
給
ル
ー
ト
開
発
の
実
施

①
果
実
2
件

2
件

機
能
性
表
示
食
品「
毎
日
グ
レ
ー
プ
」
新
規
販
売
9

月
～
、
目
標
１
０
，
０
０
０
パ
ッ
ク
販
売
達
成
。
今

年
度
は
ク
イ
ー
ン
ル
ー
ジ
ュ
本
格
出
荷
開
始
に
あ

た
っ
て
、
重
点
的
に
営
業
推
進
・
Ｐ
Ｒ
を
展
開
す
る
。

②
野
菜
2
件

3
件

業
務
用
キ
ュ
ウ
リ
新
規
栽
培
者
12
名
増
。

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
系
統
販
売
新
規
生
産
者
の
獲

得
に
よ
る
新
規
契
約
の
開
始
。

加
工
業
務
用
壬
生
菜
の
現
地
試
験
の
実
施
。

③
花
き
2
件

2
件

業
務
用
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
は
気
象
変
動
に
よ
り
安

定
出
荷
が
課
題
。
新
規
量
販
店
と
の
連
携
販
売
を

実
施
。
引
き
続
き
連
携
の
模
索
に
取
り
組
む
。

④
き
の
こ
3
件

11
件

機
能
性
表
示
食
品
新
規
販
売
6
件
、
業
務
加
工
新

規
３
件
、
県
内
量
販
店
新
規
供
給
1
件
、
ぶ
な
し

め
じ
輸
出　
東
南
ア
ジ
ア
・
米
国
向
け
１
件
。

⑤
営
業
課
2
件

新
規
取
引
9
件
、

新
規
品
目
・
エ
リ

ア
拡
大
10
件
、
商

流
変
更
6
件
、
合

計
25
件

新
規
取
引
先
へ
の
営
業
推
進
強
化
、
既
存
取
引
先

と
の
連
携
に
よ
り
目
標
を
上
回
る
拡
大
が
で
き
た
。

継
続
し
て
新
規
取
引
の
開
拓
と
新
規
品
目
・
規
格

等
の
提
案
お
よ
び
既
存
取
引
の
営
業
推
進
強
化
を

す
す
め
る
。

４
．
集
出
荷
機
能
の
強
化
と
広
域
的
利
用
体
制
の
確
立

⑴�

Ｊ
Ａ
と
の
連
携
・
共
同
に
よ
る
広
域

集
出
荷
拠
点
の
整
備
と
バ
ラ
集
荷
・

買
取
集
荷
の
実
施

実
施
と
検
証

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

選
荷
、
計
量
、
結
束
、
作
業
試
験
の
実
施
。

次
年
度
に
向
け
て
具
体
的
取
組
検
討
と
販
売
対

策
を
す
す
め
る
。

５
．
広
域
的
な
視
点
か
ら
の
集
出
荷
・
輸
送
・
荷
降
の
効
率
化

⑴�

遠
隔
地
輸
送
に
お
け
る
モ
ー
ダ
ル
シ

フ
ト
検
討

野
菜
：�

貨
物
船
利

用
と
コ
ス

ト
試
算

大
型
ト
ラ
ッ
ク
の

フ
ェ
リ
ー
乗
船
試

験
を
実
施（
８
・

９
月
）

大
阪
南
港–

新
門
司
港
間
で
コ
ス
ト
項
目
測
定

と
と
も
に
実
施
し
、
保
鮮
効
果
が
確
認
で
き
た
。

導
入
は
可
能
と
判
断
で
き
る
た
め
、
本
県
の
九

州
輸
送
モ
デ
ル
と
し
て
策
定
を
す
す
め
る
。

き
の
こ
：�

Ｊ
Ｒ
貨
物

活
用
拡
大

2
件

（
九
州
・
北
海
道

定
期
便
活
用
）

中
四
国
便
は
既
存
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
と
の
調
整
難
。

九
州
地
区
輸
送
数
量
減
少
時
は
通
常
ト
ラ
ッ
ク

便
に
よ
る
対
応
に
て
調
整
。

６
．
輸
送
効
率
化
の
た
め
の
パ
レ
ッ
ト
輸
送
、
出
荷
資
材
統
一
の
取
り
組
み

⑴�

パ
レ
ッ
ト
輸
送
試
験
の
実
施
に
よ
る

効
果
検
証

11
型
パ
レ
ッ
ト
使

用
Ｊ
Ａ･

品
目
の
拡

大

き
の
こ
パ
レ
ッ
ト

集
荷
試
験
を
実
施

（
９
月
）

え
の
き
た
け
生
産
者
の
パ
レ
ッ
ト
積
み
集
荷
か
ら

消
費
地
ス
ト
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
ま
で
の一貫
使
用
試
験

を
実
施
。

集
荷
場
の
荷
受
け
と
保
管
、
荷
積
み
、
荷
降
ろ
し

時
間
の
削
減
効
果
を
実
証
し
た
。

パ
レ
ッ
ト
の
導
入
方
法
に
つ
い
て
検
討
を
す
す
め
る
。

【
生
産
購
買
部
】

実
行
具
体
策

2
年
度
計
画

進
捗
状
況

達
成
度
合
い
と
今
後
の
す
す
め
方

１
．
段
ボ
ー
ル
規
格
集
約
に
よ
る
価
格
値
下
げ

⑴�

類
似
規
格
の
集
約
化
、
材
質
・
才
数

の
変
更
提
案

3
品
目

6
品
目

り
ん
ご
（
も
も
）
贈
答
用
・
も
も
段
ボ
ー
ル
の

他
産
地
規
格
へ
の
変
更（
5
品
目
）

玉
ね
ぎ
（
同
一
Ｊ
Ａ
内
）
の
材
質
統
合

２
．
段
ボ
ー
ル
適
正
包
装
の
提
案
推
進 

⑴�

シ
ョ
ー
ト
フ
ラ
ッ
プ
化
の
品
目
拡
大
、

撥
水
原
紙
の
見
直
し
に
よ
る
過
剰
包
装

の
見
直
し

10
規
格

25
規
格

シ
ョ
ー
ト
フ
ラ
ッ
プ
化（
天
空
き
幅
の
拡
大
含

む
）
9
規
格

撥
水
原
紙
か
ら
切
替
え
実
施
16
規
格

３
．
低
コ
ス
ト
・
省
力
資
材
の
開
発
、
実
証
、
普
及

⑴�

よ
り
安
価
な
Ｂ
Ｂ
原
料
へ
の
切
り
替

え
拡
大 

3
銘
柄

2
銘
柄

２
銘
柄
切
替
え
済
。
切
替
設
計
の
作
成
と
試
験

提
案
を
行
い
す
す
め
る
。

⑵�
農
薬
担
い
手
直
送
規
格
の
普
及
面
積

拡
大 

2
，
２
０
０
ha

3
，
４
４
３
ha

新
規
品
目
数
増
加
に
よ
る
拡
大
。
大
口
農
家
中

心
に
担
い
手
直
送
規
格
の
提
案
と
更
な
る
誘
導

を
す
す
め
る
。

４
．
担
い
手
へ
の
提
案
型
推
進
の
強
化

⑴�

担
い
手
へ
の
「
わ
た
し
の
肥
料
」
提

案
推
進

3
，
８
０
０
ｔ

4
，
３
８
０
ｔ

畑
作
地
帯
で
の
新
規
推
進
に
取
り
組
む
。

⑵
農
家
直
行
配
送
の
拡
大
推
進

　
①
Ｂ
Ｂ
肥
料
工
場
・
農
家
間
直
行
配
送

　
②�

農
薬
県
域
物
流
基
地
・
農
家
間
直
行
配
送

①
2
，
６
３
０
ｔ

②
２
０
０
戸

①
2
，
６
７
２
ｔ

②
１
８
９
戸

①
新
規
農
家
の
拡
大
に
よ
る
。

②
要
領
と
実
態
の
整
合
性
を
検
討
す
る
。

５
．
重
点
購
買
に
よ
る
農
機
県
域
推
奨
型
式
の
機
種
拡
大

⑴
県
域
推
奨
機
種
の
型
式
追
加
設
定

累
計
7
型
式

累
計
7
型
式

Ｊ
Ａ
職
員
参
加
に
よ
る
選
定
委
員
会
に
て
バ
ッ

テ
リ
ー
動
噴
１
型
式
を
追
加
設
定
、
3
月
よ
り

取
扱
い
開
始
。

６
．
農
機
共
同
利
用
形
態
の
活
用
促
進

⑴�

県
域
レ
ン
タ
ル
農
機
の
稼
働
日
数
拡

大

50
日

31
日

排
水
対
策
関
連
機
械
に
つ
い
て
は
実
証
試
験
を

踏
ま
え
た
提
案
活
動
を
継
続
し
、
貸
出
促
進
を

は
か
る
。（
カ
ッ
ト
ド
レ
ー
ン
貸
出
・
カ
ッ
ト

ブ
レ
ー
カ
ー
導
入
検
討
）

７
．
中
古
農
機
の
流
通
促
進

⑴�

中
古
農
機
情
報
サ
イ
ト
に
よ
る
流
通

促
進

成
約
35
台

成
約
22
台

中
古
機
の
玉
確
保
策
と
し
て
、
中
古
機
民
間
業
者

と
の
契
約
締
結
・
買
取
検
討
を
継
続
実
施
す
る
。

⑵「
不
用
農
機
査
定
買
取
」
取
組
Ｊ
Ａ

の
拡
大

４
Ｊ
Ａ
実
施

４
Ｊ
Ａ
実
施

協
同
経
営
Ｊ
Ａ
・
北
信
地
区
に
て
実
施
。
他
Ｊ

Ａ
へ
の
水
平
展
開
に
向
け
、
継
続
推
進
を
行
う
。

【
畜
産
酪
農
部
】

実
行
具
体
策

2
年
度
計
画

進
捗
状
況

達
成
度
合
い
と
今
後
の
す
す
め
方

１
．
生
産
基
盤
の
維
持
確
保

⑴�

生
乳
出
荷
量
、
酪
農
家
戸
数
の
維
持

確
保

8
５
，
５
０
０
ｔ

（
２
６
０
戸
）

８
６
，
０
７
０
ｔ

（
２
６
１
戸
）

乳
量
は
前
年
対
比
99
％
、
計
画
は
上
回
っ
た
が

農
家
件
数
は
減
少
、
各
事
業
の
活
用
で
乳
量
維

持
を
目
指
す
。

⑵
性
判
別
精
液
普
及

２
，
０
０
０
本

1
，
９
５
８
本

計
画
を
や
や
下
回
っ
た
。
次
年
度
も
継
続
し
て

推
進
強
化
を
は
か
る
。

２
．
信
州
産
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

⑴
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
の
生
産
販
売

２
，
１
５
０
頭

2
，
5
２
８
頭

品
質
向
上
と
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
集
荷
販
売
頭
数

の
一
時
的
な
増
加
か
ら
、
計
画
を
上
回
る
結
果

と
な
っ
た
。
有
利
販
売
実
践
に
よ
り
頭
数
確
保

を
は
か
る
。

⑵�

銘
柄
豚
の
特
色
あ
る
販
売
方
式
の
拡

大

10
銘
柄
継
続

10
銘
柄
継
続

取
引
先
と
の
連
携
強
化
を
は
か
り
、
次
年
度
取

引
に
向
け
た
協
議
を
す
す
め
る
。

3
．
県
本
部
生
産
農
場
の
機
能
発
揮

⑴�

素
子
豚
供
給
頭
数（
Ｓ
Ｐ
Ｆ
豚
繁
殖

セ
ン
タ
ー
）

２
２
，
５
０
０
頭

2
３
，
０
０
７
頭
多
産
系
母
豚
の
生
産
性
向
上
お
よ
び
生
産
管
理
技

術
の
向
上
に
よ
り
、
計
画
を
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

⑵�

預
託
牛
事
業
拡
大
に
よ
る
農
家
経
営

支
援（
三
岳
牧
場
）

３
９
０
頭

３
５
６
頭

預
託
乳
牛
減
少
に
よ
り
計
画
未
達
と
な
っ
た
。
関

係
Ｊ
Ａ
と
の
連
携
・
牧
場
の
機
能
強
化
を
は
か
る
。

⑶
生
乳
出
荷
量
の
確
保（
八
ヶ
岳
牧
場
）
1
，
８
５
０
ｔ

1
，
７
２
６
ｔ

計
画
に
は
未
達
で
あ
っ
た
が
、
搾
乳
頭
数
の
増

加
と
1
頭
乳
量
の
増
。
次
年
度
は
飼
養
管
理
の

検
討
と
改
善
を
行
う
。

【
生
活
部
】

実
行
具
体
策

2
年
度
計
画

進
捗
状
況

達
成
度
合
い
と
今
後
の
す
す
め
方

１
．
農
業
生
産
用
燃
料
支
援
対
策
の
実
施 

⑴
軽
油
・
灯
油
・
重
油
の
配
達
供
給

１
７
，
0
0
0
㎘

１
６
，
1
2
5
㎘

J
A
・
県
本
部一体
と
な
っ
た
担
い
手
農
家
支
援

と
し
て
、軽
油
支
援
対
策
を
4
～
11
月
と
3
月
、

灯
油
・
重
油
支
援
対
策
を
10
～
3
月
に
実
施
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
や
気
温
高
の
影
響
に
よ
り
計

画
未
達
と
な
っ
た
。
支
援
対
策
は
軽
油
、灯
油
、

重
油
と
も
に
5
月
ま
で
延
長
し
て
実
施
す
る
。

２
．
Ｊ
Ａ
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
小
売
事
業
強
化

⑴�

新
規
顧
客
獲
得
に
よ
る
供
給
戸
数
確
保
1
1
8
，
4
0
0
戸
1
2
0
，
0
5
7
戸

新
規
顧
客
獲
得
や
器
具
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
に
よ

り
顧
客
囲
い
込
み
を
す
す
め
た
結
果
、
計
画
を

達
成
し
た
。
今
後
も
Ｊ
Ａ
営
業
体
制
強
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
継
続
し
、
供
給
戸
数
確
保
に

努
め
る
。

３
．
電
力
小
売
推
進
体
制
の
強
化

⑴�

組
合
員
向
け
の
電
力
供
給
開
始
に
向

け
た
取
り
組
み
促
進

低
電
圧
供
給

県
下
2
，
0
0
0
戸
低
電
圧
供
給

県
下
6
2
4
戸

2
J
A
で
J
A
で
ん
き
の
取
扱
い
と
組
合
員
推

進
を
開
始
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
組
合
員

と
の
接
点
不
足
に
よ
り
計
画
未
達
と
な
っ
た
。

今
後
は
、
P
R
・
諸
施
策
活
用
の
徹
底
等
に
よ

る
組
合
員
推
進
の
強
化
と
取
扱
Ｊ
Ａ
の
拡
大
を

は
か
る
。

４
．
Ｊ
Ａ
自
動
車
事
業
の
収
支
改
善

⑴
取
扱
台
数
の
拡
大

2
，
8
5
0
台

2
，
6
0
0
台

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
営
業
活
動
が
制
限
さ

れ
る
な
ど
販
売
環
境
は
厳
し
く
台
数
が
落
ち
込

ん
だ
。
今
後
は
第
２
の
営
農
車
を
目
指
し
て
取

扱
い
を
始
め
た
「
J
A
キ
ャ
リ
イ
」
の
拡
販
を

強
化
し
台
数
確
保
に
努
め
る
。

５
．
生
活
事
業
取
扱
強
化

⑴�

推
進
体
制
強
化
に
よ
る
宅
配
お
ま
か

せ
会
員
を
主
と
し
た
戸
数
の
維
持

お
ま
か
せ
会
員

6
，
0
0
0
戸

新
規
会
員

1
，
0
0
0
戸

お
ま
か
せ
会
員

5
，
5
0
8
戸

新
規
会
員

6
1
0
戸

顧
客
リ
ス
ト
を
活
用
し
た
推
進
、
Ｊ
A
広
報
誌

や
新
聞
へ
の
事
業
案
内
・
広
告
掲
載
に
よ
り
新

規
獲
得
に
取
り
組
ん
だ
。
今
後
も
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
活
用
や
新
た
に
資
材
の
作
成
に
よ
る
Ｐ
Ｒ

を
し
、
戸
数
確
保
に
努
め
る
。

⑵�

虹
の
ホ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
セ
レ
モ
ニ
ー

施
行
件
数
と
シ
ェ
ア
の
確
保

9
，
2
5
0
件

（
シ
ェ
ア
34
％
）

8
，
3
5
8
件

（
シ
ェ
ア
33
％
）

コ
ロ
ナ
禍
対
策
を
実
施
す
る
な
か
で
施
行
件
数

の
確
保
に
努
め
た
。
引
き
続
き
ネ
ッ
ト
広
告
の

充
実
等
Ｐ
Ｒ
を
強
化
し
、
件
数
・
シ
ェ
ア
確
保

を
は
か
る
。

⑶�

J
A
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
家
庭
薬

新
規
戸
数
拡
大

5
0
0
戸

99
戸

新
規
配
置
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
り
戸
数
獲
得
に

努
め
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
訪
問
推
進
の
自

粛
も
あ
り
、
新
規
戸
数
獲
得
は
厳
し
い
結
果
と

な
っ
た
。
今
後
も
J
A
と
連
携
し
た
P
R
活
動

を
行
い
、
戸
数
確
保
に
取
り
組
む
。
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Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
４
月
19
日
㈪
、
京
都
食

肉
市
場（
株
）
で
「
第
33
回
信
州
和
牛
枝
肉

共
励
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴

い
京
都
府
で
は「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」

が
講
じ
ら
れ
る
中
、
県
内
各
地
か
ら
選
り
す

ぐ
り
の
信
州
和
牛
39
頭
が
上
場
さ
れ
、
セ
リ

販
売
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
枝
肉
審
査
で
、
Ｊ

Ａ
み
な
み
信
州
の
吉
川
俊
男
さ
ん
の
去
勢
牛

が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
入
賞

牛
は
ロ
ー
ス
芯
面
積
97
㎠
、
霜
降
り
度
合
い

を
示
す
Ｂ
Ｍ
Ｓ
は
最
高
値
の
№
．
12
で
、
京

都
食
肉
市
場
が
独
自
に
定
め
る
「
京
都
食
肉

市
場
特
選
牛
」
に
認
定
さ
れ
、
さ
ら
に
オ
レ

イ
ン
酸
値
が
56
．
２
％
で
長
野
県
知
事
が
認

定
す
る
「
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
」
に
も
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
京
都
食
肉
市
場
の
購
買
者
に
は
小
売
店
や

専
門
店
が
多
く
、
品
質
の
良
い
枝
肉
は
需
要

が
高
く
、
購
買
層
も
多
い
た
め
、
注
目
の
集

ま
る
最
優
秀
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
セ
リ
で
は
枝
肉
の
評
価
を
反
映
し
、
３
，

９
７
０
円
／
㎏
で
落
札
さ
れ
、
岡
山
市
の

（
株
）一
富
士
本
店
様
が
購
買
さ
れ
ま
し
た
。

　
上
場
し
た
39
頭
中
36
頭
が
信
州
プ
レ
ミ
ア

ム
牛
肉
に
認
定
さ
れ
、
入
賞
牛
の
５
頭
全
て

が
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
．
12
で
「
京
都
食
肉
市
場
特
選

牛
」
に
認
定
さ
れ
る
と
て
も
レ
ベ
ル
の
高
い

共
励
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
畜
産
課
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
共
励
会

を
と
お
し
て
「
信
州
和
牛
」「
信
州
プ
レ
ミ

ア
ム
牛
肉
」
及
び
「
信
州
ア
ル
プ
ス
牛
」
の

認
知
度
向
上
と
、
長
野
県
内
を
中
心
に
牛
肉

の
消
費
拡
大
に
向
け
た
販
売
促
進
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

畜
産
課京

都
食
肉
市
場（
株
）に
て「
第
33
回
信
州
和
牛
枝
肉
共
励
会
」開
催

最
優
秀
賞
に
Ｊ
Ａ
み
な
み
信
州
の
吉
川
俊
男
さ
ん

米
穀
課

米
穀
課

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
、
県
内
ス
ポ
ー
ツ

の
強
化
を
目
的
に
、「
た
く
ま
し
い
選

手
が
育
つ
よ
う
に
」
と
の
願
い
を
込
め
、

長
野
県
産
米「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
な
ど
を

（
公
財
）
長
野
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
に
寄

贈
し
ま
し
た
（
＝
表
紙
左
下
）。
こ
の

取
り
組
み
は
1
9
9
9
年
か
ら
始
め
、

今
年
で
23
回
目
で
す
。
県
産「
コ
シ
ヒ

カ
リ
」
３
ト
ン
、「
信
州
ま
る
ご
と
り

ん
ご
ジ
ュ
ー
ス（
1
6
0
ｇ
）」
３
千
本
、

「
ふ
る
さ
と
の
な
め
茸（
2
0
0
ｇ
）」

1
5
0
0
本
は
、
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
を

と
お
し
て
、
全
国
大
会
を
は
じ
め
各
種

大
会
で
活
躍
し
て
い
る
県
内
の
ス
ポ
ー

ツ
団
体
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

　
４
月
22
日
㈭
の
寄
贈
式
で
、
全

農
長
野
の
岡
村
達
雄
副
本
部
長
は

「
貴
協
会
の
選
手
が
活
躍
す
る
こ

と
は
、
県
民
に
と
っ
て
勇
気
付
け

ら
れ
る
と
共
に
喜
び
で
す
。
今
後

の
活
躍
も
期
待
し
ま
す
」
と
目
録

を
手
渡
す
と
、
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会

の
林
泰
章
理
事
長
は
「
思
う
よ
う

に
練
習
・
大
会
が
で
き
な
い
中
で
、

選
手
は
健
闘
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
各
種
大
会
が
開
か
れ
る
こ
と

を
確
信
し
、
前
向
き
に
練
習
に
取

り
組
み
ま
す
。
毎
年
の
贈
り
物
は

選
手
に
と
っ
て
楽
し
み
で
あ
り
、

代
表
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
」
と
感
謝
し
ま
し
た
。

県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
に

コ
シ
ヒ
カ
リ
な
ど
を
寄
贈

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
米
穀
課
は
、
５
月
９
日
㈰

に
松
本
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
20
回
チ
ラ
ベ

ル
ト
カ
ッ
プ
長
野
県
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
」

に
協
賛
し
、
副
賞
な
ど
を
提
供
し
ま
し
た
。

　
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
達
に
長
野
米
の
お

い
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
上
位

４
チ
ー
ム
の
選
手
全
員
に
副
賞
と
し
て
「
長

野
県
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
５
㎏
」
を
贈
り
、
出
場

選
手
全
員
に
県
農
政
部
農
地
整
備
課
が
作
成

し
た
「
長
野
県
の
米
づ
く
り
す
ご
ろ
く
」
を

配
布
し
ま
し
た
。

　
「
長
野
県
の
米
づ
く
り
す
ご
ろ
く
」
は
、

中
山
間
地
が
多
く
、
広
い
水
田
や
用
水
の
確

保
が
難
し
い
環
境

に
あ
り
な
が
ら
、

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
単
位
収
量
・

一
等
米
比
率
を
誇

る
長
野
県
の
稲
作

に
つ
い
て
、
ゲ
ー

ム
形
式
で
楽
し
く

学
べ
る
よ
う
に
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
農
業
や

棚
田
オ
ー
ナ
ー
制

度
の
解
説
、

今
後
の
担

い
手
に
な

り
う
る
子

ど
も
達
へ

の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が

込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
米
穀
課

で
は
今
後
も
、
関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら

長
野
米
の
消
費
拡
大
、
食
育
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
大
会
で
長
野
米
を
Ｐ
Ｒ

優勝した松本山雅FC　U-12

林理事長（左）に目録を手渡す岡村副本部長（右）

入賞者一覧（敬称略）
賞 ＪＡ名 生産者 品種・性別

最優秀賞 みなみ信州 吉川　俊男 黒毛和種・去勢

優秀賞 ながの （農）美雪ファーム樋口 黒毛和種・去勢

〃 松本ハイランド （有）アグリランド松本 黒毛和種・去勢

優良賞 松本ハイランド （有）高原牧場 黒毛和種・去勢

〃 大北 山口　年春 黒毛和種・去勢
Ⓒ松本山雅FC
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Ｊ
Ａ
全
農
長
野
野
菜
花
き
課
は
５
月
10
日

㈪
よ
り
、
野
菜
出
荷
ス
タ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
本
県

産
野
菜
を
使
用
し
た
見
た
目
が
華
や
か
で
写

真
映
え
す
る
レ
シ
ピ
を
主
役
に
し
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
「
ひ
と

さ
ら
で
完
結
！
信
州
や
さ
い
め
し
」
は
、「
野

菜
」
＋「
た
ん
ぱ
く
質
」
＋「
炭
水
化
物
」

に
よ
る
一
皿
で
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
レ
シ
ピ

を
指
し
て
お
り
、
本
県
産
野
菜
を

よ
り
多
く
食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
訴
求
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
は
出
荷
ス

タ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
同
時
期

に
投
稿
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン「
ベ
ジ

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
の
野
菜
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

に
「
＃
ベ
ジ
フ
ォ
ト
」
を
つ
け
て

本
県
産
野
菜
を
使
っ
た
料
理
の
写

真
を
投
稿
し
て
い
た
だ
く
コ
ン
テ

ス
ト
で
す
。
入
賞
者
に
は
、
人
気

の
調
理
器
具
や
キ
ユ
ー
ピ
ー
商
品

セ
ッ
ト
、
野
菜
セ
ッ
ト
を
贈
り
ま

す
。
本
県
産
野
菜
を
使
っ
た
料
理
を
応
募
、

あ
る
い
は
見
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
よ
り
多

く
の
消
費
者
の
購
入
意
欲
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
２
つ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
連

動
さ
せ
な
が
ら
、
本
県
産
野
菜
の
認
知
度
向

上
と
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

野
菜
花
き
課

野
菜
出
荷
ス
タ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
信
州
や
さ
い
め
し
」実
施
中

オープン
キャンペーン
特設サイト

投稿
キャンペーン
特設サイト

新 採 用 職 員 紹 介

【生産販売部　米穀課　阿
あ
部
べ
　真

ま
己
み
】

　はじめまして、生産販売部米穀課の阿部真己
です。出身は、長野県立科町です。大学は大阪
の大学に進学し4年間を関西で過ごしました。
観光を兼ねて京都の神社仏閣を訪れる機会が多
く御朱印巡りをする事が趣味になり、時間があ
れば各地の神社仏閣を訪れています。
　就職を機に長野へ戻り入会致しました。恥ず
かしながら農業に関しての知識は乏しく毎日が
驚きと発見の連続です。今後、多くの知識を吸
収しながら生産者と消費者との繋がりを大切に
同じ目線で物事を考え、携わる全ての人に感謝
し、JAや組合員のお力になれるよう尽力してま
いりますので宜しくお願いいたします。

【生産販売部　野菜花き課　呉
くれ
羽
は
　駿

しゅん
】

　4月23日（金）晴れ。入会して23日が経過し
ました。仕事は嫌なものだと思っていましたが、
部署が花関係で、ほかの職員の方々も温かく優
しい方しかおらず、不満が出ない今日この頃で
す。花関係ということもあり、最近道端の花を
少しいただいて、家でかくまったり、頂いた花
を生けたり、花のある生活を送っています。蕾
から花に変わる瞬間は、どんな花も感動を覚え
ます。私もその一輪になれるよう、謹んで取組
んで参りたいと思います。

【生産販売部　きのこ課　原　晃二郎】
　はじめまして。きのこ課の原晃二郎と申しま
す。
　出身は長野市です。食べることとラジオが趣
味なのですが、健康診断で、コレステロールの
値が大幅に基準を超えており衝撃を受けました。
　健康的な社会人になれるよう、長野県の食材
と自然で節制していきたいと思います。
　仕事を通じ、長野県の農業の発展に少しでも
貢献できるよう頑張ります。
　どうぞよろしくおねがいいたします。

【生産販売部　果実課　中野　里菜】
　はじめまして。果実課の中野里菜と申します。
出身は松本市波田で実家はスイカ農家をしてい
ます。趣味は海外旅行です。現在コロナ禍で渡
航はできていませんが、大学時代は7か国を旅し、
多様な文化を肌で感じてきました。また、食べ
ることが大好きで自然の恵み豊かな長野県で
育ったことは私の誇りです。
　入会し毎日が勉強ですが、少しでも早く組合
員の皆様と長野県農業の力となれるよう精進し
て参ります。皆様、何卒よろしくお願い致します。

青い空、
温かい土に
癒されます！

蝶のように
舞い、

蜂のように
刺す！

長野米を
食べて

育ちました！

きのこ、
けっこう
好きです！

令和3年度の新採用職員18名を順次ご紹介します
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令和3 年度4月末部門別実績表
JA全農長野の事業現況▶

( 単位：百万円、％ )

区分
部門 実　績 計画比 前年比

野 菜 種 苗 セ ン タ ー 42 118 115 

生 産 振 興 部 計 42 118 115 

米 穀 1,309 103 74 

果 実 55 142 128 

野 菜 花 き 886 114 135 

き の こ 1,246 86 76 

営 業 335 89 88 

生 産 販 売 部 計 3,831 98 85 

包 装 資 材 413 77 100 

生 産 資 材 1,599 112 92 

農 業 機 械 829 155 96 

施 設 住 宅 720 743 317 

生 産 購 買 部 計 3,562 137 110 

畜 産 1,466 118 138 

三 岳 牧 場 19 80 72 

SPF 繁 殖 セ ン タ ー 25 99 94 

酪 農 1,169 111 112 

八 ヶ 岳 牧 場 17 99 103 

畜 産 酪 農 部 計 2,696 114 124 

燃料・ホームエネルギー 2,260 131 129 

Ｓ Ｓ 協 同 経 営 601 116 95 

生 活 759 108 101 

生 活 部 計 3,620 123 115 

長 野 県 本 部 計 13,751 116 105 
（内部販売高含む）

6月のラジオ番組表▶
放送日時 放送局 番組名 放送内容（予定）

6/23（水）
11：50

SBC
ラジオ

坂ちゃんの
ずくだせえぶりでい内
「暮らしの応援団」

野菜花き課

▶�次号は、事業取扱高が5,000億円を突破した昭和61年度
（1986年度）の取扱実績、同年のパリ国際見本市への出
展、経済連と養連の合併報告会について掲載します。

　

緑
が
眩
し
く
、心
地
よ
い
風
が
吹
き
抜
け

る
さ
わ
や
か
な
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。

　
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
２
か
月
が
過
ぎ
、

そ
れ
ぞ
れ
新
し
い
環
境
に
慣
れ
て
き
た
頃
か

と
思
い
ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
つ
い
て
は
、治
ま
る
ど
こ
ろ
か
再
び
猛

威
を
ふ
る
い
、第
４
波
が
到
来
し
て
い
ま
す
。

４
都
府
県
に
発
出
さ
れ
た
緊
急
事
態
宣
言
は
、

５
月
末
ま
で
延
長
さ
れ
、新
た
に
２
県
が
追

加
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
我
慢
の
日
々
は
続
き
ま
す
が
、

ワ
ク
チ
ン
が
行
き
渡
る
ま
で
は
地
道
な
感
染

対
策
を
続
け
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。ウ
イ
ル

ス
が
変
異
し
て
も
感
染
の
経
路
は
同
じ
で
す
。

飛
沫
を
浴
び
な
い
、飛
ば
さ
な
い
、換
気
の
悪

い
場
所
を
避
け
、マ
ス
ク
着
用
、手
洗
い
の
実

施
な
ど
基
本
の
徹
底
を
行
い
な
が
ら
ト
ン
ネ

ル
の
先
に
見
え
て
き
た
明
か
り
に
向
け
て
油

断
せ
ず
に
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、先
日
わ
れ
ら
が
松
本
山
雅
F
C
の

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
、S
C
相
模
原
戦
の
応
援
に

感
染
対
策
を
し
っ
か
り
と
し
な
が
ら
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。２
連
勝
後
の
大
事
な
試
合

で
、雨
の
中
で
あ
り
ま
し
た
が
、結
果
は
２

－

１
で
な
ん
と
か
逃
げ
切
り
ま
し
た
。今
後
の

チ
ー
ム
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
J
１
行
く
ぞ
山
雅
！
頼
む
ぞ
山
雅
！�（
T
）

▶ S52.6.10発刊

セルリーと鶏の
カオマンガイ風

■作り方
①��鶏もも肉にフォークで数箇所穴をあけ、混ぜておいた（A）を
揉み込み、洗い米に（B）を加え、鶏肉、薄切りにしたセルリー
をのせて炊飯器で炊きます。（白米の炊飯と同様の時間で）
②�（セルリーソース）セルリーは粗みじん切りにし、サラダ油で
炒め、残りの調味料全てを加え、ひと煮立ちしたら火を消します。
③�①が炊き上がったら鶏肉を取り出しスライスします。
④�皿にご飯を盛り、③をのせて②のソースをかけます。一口大に
ちぎったレタス類、セルリーの葉、トマト、紫玉ねぎのスライ
スを添えます。
※お好みでスイートチリソースも添えて。

JA全農長野
【公式】グリーンレーダー ＠ja_greenradar

グリーンレーダーの
ツイッターを始めました

水・・・・・・・・・・・・・・・ 200ml
鶏ガラスープの素・・・小さじ1
ナンプラー・・・・・・小さじ1/2
おろし生姜・・・・・・小さじ1/2
セルリーの葉・・・・・・・・ 適量

■材料（2人前）
鶏もも肉・・・・・・・・1枚（約250ｇ）
おろしにんにく・・・・・・小さじ1/2 
セルリー・・・・・・・・・・・・・・・・ 60ｇ
（Ａ）	 塩・ ・・・・・・・・・・小さじ1/2
	 酒・ ・・・・・・・・・・・・ 大さじ１
	 米・ ・・・・・・・・・・・・・・・・1合
（Ｂ）

レタス類・・・・・・・・・・・・・ 3枚
トマト・・・・・・・・・・・・・ 1/2個
紫玉ねぎ・ ・・・・・・・・・ 1/8個
（セルリーソース）
セルリー・・・・・・・・・・・・・40ｇ
水・・・・・・・・・・・・・・・大さじ２
ナンプラー・・・・・・・・大さじ１
砂糖・・・・・・・・・・・・・小さじ１
レモン汁・・・・・・・・・・小さじ１
サラダ油・ ・・・・・・・・小さじ１
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JA 全農長野ホームページ� https://www.nn.zennoh.or.jp
インターネットで産地直送「JAタウン」� https://www.ja-town.com
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